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芦
屋
今
む
か
し

�
あ
し
や
子
ど
も
風
土
記（
第
七
集
）
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市
内
を
南
北
に
通
る
道
沿
い
に
つ
く

ら
れ
た
商
店
街
で
、
本
通
商
店
街
と
同

じ
く
ら
い
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
七
年
に
は
、米
屋
・
酒
屋
・
魚
屋
・

パ
ン
屋
な
ど
の
店
が
旧
小
字
辰
新
田
・

伊
勢
講
田
・
古
新
田（
現
在
の
浜
芦
屋

町
・
伊
勢
町
）に
十
七
店
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
年
に
は
、
く
み
あ
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
浜
芦
屋
店
が
で
き
、
商
店
の
中

心
は
少
し
東
に
移
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
三
十

七
の
商
店
に
増
え
ま
し
た
。
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し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

左
上
の
写
真
の
右
中
央
に
は
、今
で

は
珍
し
い
円
筒
型
の
郵
便
ポ
ス
ト（
丸

型
１
号
）が
立
ち
、周
辺
は
閑
静
な
住
宅

街
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、道
の
横
に
は
念
仏
川
と
呼

ば
れ
る
川
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、図
書
館
・
谷
崎
潤
一
郎
記
念

館
・
美
術
博
物
館
な
ど
の
文
化
ゾ
ー
ン

へ
と
続
く
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路
と

　

写
真
の
道
は
、む
か
し
芦
屋
市
が
精

道
村
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
ろ
、大
字
芦

屋
と
打
出
を
区
分
す
る
境
界
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、芦
屋
村
と

打
出
村
の
村
境
で
し
た
。
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県
道
奥
山
精
道
線
は
、
阪
神
芦
屋
駅

の
東
側
の
官
庁
街
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー

東
側
を
通
っ
て
、
芦
屋
川
東
側
の
自
然

堤
防
沿
い
に
、
上
流
の
芦
有
道
路
に
至

る
道
で
、
市
内
の
南
北
を
結
ぶ
主
要
な

道
路
の
一
つ
で
す
。

　

芦
有
道
路
は
奥
山
か
ら
有
馬
ま
で
を

約
二
十
分
で
結
ぶ
六
甲
山
地
の
横
断
道

路
で
、
昭
和
三
十
六
年
に
全
線
が
開
通

し
ま
し
た
。

　

左
上
の
写
真
の
道
路
脇
に
は
、
水
害

で
流
れ
出
し
た
と
思
わ
れ
る
砂
や
石
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

中
央
の
写
真
の
線
路
は
、
阪
急
電
車

で
す
。
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※第２集「歴史さんぽ」・第３集「植物
のかんさつ」・第４集「小さな生きもの
たち」・第５集「文学さんぽ」と第９集
「写真で見る芦屋今むかし２」は各400
円。第６集「芦屋の地名をさぐる」・第
７集「写真で見る芦屋今むかし１」・第
８集「描かれた芦屋の風景」は各500円。
※第１集「伝記・物語」は完売しました。


